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核と細麒 畍 化は細 胞 1・・lj！・け る最 継 軸 の 現 駈 あ り ・ 榔 繝 包の 生 健 繝 直勺祕 要

で あ 孫 は 細 顯 唹 撫 い
． 概 欄 質と の 陬 ・柵 ：跚係贓 に S・ ・H ・ d892，

1町

S。R 、＿ G 。。 （1893）鱒 代 よ 嫌 環 劇 特 i・　 R ・　 H ・・・・… （19G3，
19  8

・
・ ・… ）｝・ よ 嗾 細

胞蹴 の 鞭 そ唖 蛾 が弓立朋 され た ．
・ の 謝 ・飆 ・囎 同脇 裂 ・ 性 ・ 購 親 締 返 りム灘

胞鯲 け 粥 て 曜 艦 ・ の ⊥ヒの 變 化 曝 く もの で あ つ た
．

生 物鋤 萋駿 の 齢 は こ の 讎 D

必 札 維 触 壷 繝 した と は 云 〜 此激 よつ て 人 顧 臆 力・桟と網 顎 の tnl’・：eil係嘲

け られ た、報 鷺 た 、
。

。 それ ら｛チf究の 臘 蹴 て は S− E （−1922）／　・・
’
r・sc − （1927），

　 REI’

cHARDT （1936），
AtsELE（1936），

TRoMBErTA （1939）等 に譲 る 蓼 とす る 。

核細胞質kt・c 關 鍋 交獻 樋 覽
一Sる と黠 哩 鰤 ・鮴 的 踵 要 麟 で 徴 して ゐ な藤 が

解 る． 或祁 瀦 麟 比は
．一・
定で ある と云 ひ 誠 撤

一一淀 で 臆 い が！allti．E し く變化
’
「る と云

ひ 謀 或者は 比 は轍 臆 の 讎 ま糊 1僻 の 鵬 蜆 ら純 ・ ・ と云 つ て ゐ ・ ・ 叉 ・ 胤 ど總て
’

の 人湘 。 喇 定徹 嘘 罩崎 亥綱 包鼠 の 髄 求 め る 1・・ll・ b　 ， それ ら此 簾 鞭 ：脚 關係 ・

更 に 進 んで その 比 と細胞の 型 ｛歌 態と の 關係等 を1！J］biic・Erん と努力 し て 罵 ら
’
S・コe

龝 酬 胞 蹴 を 蛤 め て 膨 系碗 の 黼 醗 鉗 ・鵬 究 酷 し 源 生動 瞬 ・〜廉 卿 洳 几

eichlt 。，，、i　 t，就 て 舗 邑1聢 篳的、・ 1澱 し繰 二 三 の 系繰 獅 ・公 icした （1938 ・
　 194°　・

・
　 b・　194i

。
，
b）． そ の 後 R ＿ 礁 ，醐 漁 伽 の 核細 麟 比 ・・ 就 て も先に 徽 と到 同檬 の 驢 醗

量的。訓 諌 沮 つ ・ の 樋 ・爛 す る
一鋤 樹 川鵬 党て 明 ・敏 眺 欖 し嫡 果 」 亥

srleeca上ヒ
ー般 樋 羯 二 三 嘘 神 警麒 轆 る就 見翫 た （その 暗 日齢 誌第 5綣 鋤 ゜

’

號 蹴 べ た）e その 詳 しい 結 馳 曝 詰に 近 く發麹 黻 で あ る淋 献 r唹 て は得 られた

結 果の 大要 を總括的に 遞 べ 大方の 叱正 を仰 鍍 い ど
1舐ふ ・

本文 i・C　JX． る［・。，se立 ち ， 私は蜘 嫐 井轍 授の 御鱒 と御灘 とに 對 し 衷 心 よ 嚠 意 ex す

る 。 亦本研 究は 日本學術 麒 會の擲 力金eF）一部 に 依 つ て 行 はれた もの で あ る ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　　　 II　 Actinosphaerium 及 び Parameciunt に踏ける核細胞質比

　且 爵 凋 舷 煎 ・ の 灘 麟 上ヒの 詳 し・・言曲 嶽 に 發裁 瀦 論刻 ・誕 （194°　b
・
　 19；1　 a

・
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樫 磯 ・ し・ 含黼 靴 灘 皺 ・ 一 努一 eir
」
で 表 ・祕 事 毎 ・識 齢 … の 値 ・
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　 　 　 　 　 　 　 野 　澤 　兼 　文

は核織 ・ 恥 緲 容 程
1
… 跚 胞の 雌 ・

・ と 一
… t・・lt−．・組の 繊 で ， 瑠 臓 細 層顧 購

鋤 斑 こ の 鵡 杢 椿 験駄 導か 糠 もの で あ るが （lg4・・）洞 時 ・ 嚇 的擦 に も堪
へ る もの で あ る （19甑 b）・ 鵬 ・ こ の 式 よ り攤 魄 蹴 ω 瞬 日胞漱 謎 伍 ）に 遡 七
例

．
「る醐 で あ 徽 ・ ・ の 上ヒが 搬 に 傭 られ て ゐ 7

・・f・P 〈一Dlsで ある とす れ ば 指蜘 よ零
・
（一。

こ ゜） に 筋 槭 な 劬 款 に 書旨蜘 一一1 （一Ct ＝− 1） 嶋 に rま瀦 獺 雌 糊 ゆ 直徑 ．，逆
⊥圃 す る製 な り ・棲 鍬 （N ．）鯛 胞黻 ・こで な く継撒 醐 に 齢 σ拭 鯤 なれ ば織

笠積は 雌 の 域 欄 表耐 幽 働 ・乘 に 上L例す るか ら で あ ・ ． 簸 ・ ，旨鋼
一・ （一。

＝ 『2 ）の 時棲蕾 奴 ・・朔 ま細 胞直徑 伍 ） に kfb
’
i」す る （第 6 鬪 〉

。

　　
こ の 臓 醐 1御 よ躍 軅 と概 て 良 く一一・

致 掲 詑 防 繍 胞凱 ・・壬臘 畑 蹴 て 云 ふ と ，
xl （蛎 蜘 伽 ・・

甲
C ・贋 浬・」鵬 正 常の 豸ミ養」【Jこ態蝿 の で は 一 1．・D

，
一】．Q2 熔 一1．・7，麒

及 び糠 に 醸 か ら魏 し緜 続で 1ま夫 ・ 一・・19 及 び 一・．65 で あ 1）・，
・・
、9、に 後禰 牛 蹤 1、

　は 先の 正 常値 一1・02 に 減少 した （1941a）。　　　　　　、

　
君 ε”‘耀 噛 ・ で はtlB胞容髄 1購 綱 慨 見1故した F・・一 （1935）及徽 卩1氏 （194。）の

式 よ り膿 し ・ 撚 顧 ・ヒが 上 と眈 く ！
ll… 　…

−
」

で姐 さ2・珮 此 嬲 に ；t　 L は綱 皀帳
軸 帳 さで あ る 瀦 輪 一・（一・・＝ 一一1）蝣 は擁 襴 炯 じ くt・待朧 咳 職 眦 例す 。事
を蝋 陳 翻 した・指勲 實 1贓 に 飾 覗 る と ， … 場合・ も醸 孫 統 で は ．・．79

，
．en

鰤 系 統 で は 一！・°7 及び 一… で 認 ら く麟 ・） もの は 一1 釦 サ近に あ ・ もの と翻 され る
。

　蹴 f直に よ る と癬 田胞／tV−klま ’・・’齢 ノ・ん姻 ’・汲 ぴ 燕 … 勲 〃・ で 〜メ，して 一
淀 で 賭 く ，

’
つ 磯 鄭 で 小 さ轍 胞 1款 きな雌 有 し 汰 きな繝 包iま小 さな比 鮪 し て こ の 闘襯 ， は

．．
つ の 略 肱 ％ しか も ・ ・ の 癌 成は上 劬 概 で 表 は 諌 る程規」1・J、f−1し蝿 の で あ 敬 瀬
鞠 蹴 劇 償 的 に 一

定で 1’：な願 湖 鰍 ぴ 躙 の 兩 lt・iよ 囃 か め られ ろ ． 蘭 E饑 比指 數
聞 鞄 の 蝋 蝋 態で 麟 司 で あ る事 が ．王の 蹄 111繖 よ 脉 され 浸 の 祝 ろ燃 頒 が 理

．
論的に 嬬 碑 る が

・ 指 難 糸碗 眺 酬 こ態 と v）　g−3J係 蹴 て 厳 噸 で 改め て 考察す る
・ICに す

る 。

　
：
」
’

1に臠 碗 蜘 餅 幽
’
白勺の 越 さ蹴 て も」・の 2 生 物で

一
つ ・・共鵬 み 認 y）　c

） d、る ． 麟

ノ
” 脚 6磁 ・ で は 1940　b の 魏 で は 撚 され た最 ・祓 畷 大の 繃 包の 毎範藤 上ヒ駅 肩 56−

°51 × 1°−2
・ 19年1 ・ の 資＊・1で は 夫 ・ 2S − 1．3・ 10・

， L7 − 1．6 ・ 1．0
−
！

， 4．・一・．8。 1・一  30 − 1．6。
10−’ で あ る ・

Rar ，一 ・
’
ltln で は飽食の もの で は 6．03 − 5．OO ・ 10−・

， 飢餓の もの で は 12，80− 7．77
× 1°‘「

・
1°・9°一915°・ 1°−L’ で あ る

・ 之 腰 す る ・ 核繃 踟 ヒは 何れ も 1G−・ 脈 あ る と云 へ る
。

しか し ・ こ れ 骸 髄 質比 力鍵 で あ る と ・・隷 とは 別嫩 朱で あ り、既 跣 備 文 （ig41・h）
で こ の 鷲 論 じて 置い た ・

1°』2 位 に 於け る 馴 正 し瞳 ヒの 靴 力賓 1臟 及 凋 ！，1斌 徽 つ て 讃
【り｝され る以 一L 撮 融 意財くで 核 耡 包質比が 一

淀 で あ る と云ふ
・

拝劇 1
融 V 、

。

　　　　　　　　　　　 III 核細 胞質比 に關 ナ る二 三 の 基本問題

」・に 餠 ヨ麟 欺 關す る私叫 鉢 的徽 を叨か に した 。
t」こに 聡 ・肱 嬬 こに つ 齢 1在 し褓 二

資料 を再吟味 しつ N
， こ の 核細胞質比 ¢ ）問題 を種 々 の 角 度 よ り檢討 して み た い ．　　　　 ，

　　 L 核紬胞質比 の 凾數白1」表現

梯 魄 雛 を醐 式で 姐 さん と ！ノ ・ 人 1・ KQEHI ・ER （1912），　 HARTbl ．lx−
一
．x− （1921 。 ），

TEI 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ
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，、ER （1927），
．S、。 N 。TT 。n 己 TRQ ・ ・ET ・A （1936），　T … BETTA （1939）が あ る ・ ζの 他 1こ．　WETT

−

、。， 、。 （1924），
HUPP 。。R （1939） 等 瞞 椥 樋 の 細胞 と．倍數 ［糊 胞 と 鯲 ける核細纈 比

．
顛 き さの 闔髄 解 膕 數式礇 へ て ゐ るが ， ・ 楓 輙 扱はん とす る lt．fi題 の 範酬 に あ る

の で鶴 す る ．
K 。 。一 （1912）瞞 脚

一
種 8胸 伽 ・翻 粥 の 嬲

で 櫨 黻 まヒ紛 織

曙 しく厭 す る轄 よ り ， ，
＝ c −t−　ri，　 A 一 δ、 繊 ＋ 一 ＋ 6． の ・辷拷 へ た ・ 蜘 ・ e は購 卵

1難 砦難 懸 欝撚 戦灘 徽 総 職 製 驚
彳1

は＿瀰 蟲 に も擁 す る も艇 ，，賦 醐 胞
一一般 に 禰 才・る も の 紬 ら う 拷 へ た ・ しか し

K 脚 、ER の こ の
一．一．fiXtl・i純齏 鋤 興 囃 止 り ， 」・式 よ 姙 意の 大 きさの 細胞の F．・細胞質雌

騰諜緊ご
く

欝凱認
ll麓灘慧灘ご罪瀧讖職嶷讐

． ＿定 泌 式 を與 へ 湘 胞が丿、き くなるに つ 9・・磁 細胞釁 ヒ・・減少す る輜 を訓 せ ん と し

た 。 嬢 丑 は髄 の 擁 μ
・
贓 の 鞭 驚 る 。 しか し ・ の ・ヒも未だ撚 の 羈 を出で す ・

　これ よ り實際．ノ）綱胞の 核細胞質比 を正 し く求 め る こ とは 不可能 で あ る 。

　 攤 馳質隙 欄 離 舗 軾 1・ よ 畷 祝 譲 は し た の は T ・ ・SS… （1927） で あ る ・ 彼 は

H 、
，d，

’
。。linil　i　 fJ・卵母 1・嚇 ・穣 の 齢   と糸田胞の 齷 ω と を ・ … 1灘 ’

触 賦 礇 へ lc・
S、。。。。 ，

．賻 T ＿ ETTA （1936）騰 繍 勤 D 攤 癪 ω と細胞容 積 （x ）t／　y ＝’
・bx

’
で 表 1’［1

し （68kl
・
嫦 數）， 臆 ヲ、 卯ち 。．67 磁

・

の 1藍 とる もOX 多b1 ，P を見 出 した （1・・yec｛perst
’
c°；’t

の 毛 0．76
，
D 。 i’t、・rα の 幹 。．75，

・ A ’1・・e・ の 聴 毛 0・69・ ，・Aliuo｝z の 根端   ・68， 飾 吻 ．vrca°・6ヰ
ー0・65・

’

M ．、71cll 。 ， ・55
， 伽 卿 ‘緬 ， 。2 斗，　Pi’・・u ・ の 刮 1こ花 OIO）．　T ・・ MBE ［［

”1］A （［939）醸 1＠ 勲 植

物 。 つ き 紅 髄 嫩 した ． 彳鱒 瞬 →
星

、 で あ る時 該 容程ξは 編 躓 噸 眦 例す る蔀 注

　意 した
。 私は 甑 ：こ蓮 べ た如 く ， 杉細胞 質比 韓 田胞 の 直徑 又 は長 さの 凾數 と して 双

，曲線式 に よつ

　て 直接に 表 は し ， 植物細胞 に 於 け る結果 とは杢 く獨立 に ， 核容積が細胞表面積に 比例 する事 を

證明 した ．
こ の 双 醜 賦 は今迄に 試み ら‘1

’
した 何れ の 式 よ り1， ， よ 骸 細胞質比 の 實 激 飢 ・

　且 つ 理論的考察に も堪 へ て ， こ の 比 の 本質を理 解す る a2 に投 立 つ と毋はれ る 。 か くして ・一一般 に

　廣 く信 じ られ て ゐる
「
核細胞質比 は

一
定で あ る」 と云 ふ 命題 は

「
核表面績 比 は

一
鴬登ある 」 又

　は 厂核細胞質比 は細胞の 直揮 又 は 長 さに逆比例す る 」 と訂 正 ざれね ば な らぬ で あ ら う。

　　　 2． 細胞 a）
一
大 き さと核細胞質比 との 開係　　　　　　　　　　　　　　　　　　

呷

　　先 の 論文 （1941　b）に 於て 私は こ の 問 題 を考察 し ｝ 核細 胞質比 は R ・HERTWtG 等の i く如

　 く決 して 一定 で もな けれ ば ，また CONKL エN （1912）等 の 諱 く如 く決 して 任意無秩序な値で も

　な く，細胞の 大 き さ と それに 對應す る比 の 依 とを至體と して 見 る時 ， 比 は細胞Z）大 きさに 逆比

　例す る事 を他の研 究者の 資料 に つ き指摘 して お い た 。
と の 結論は ノ1¢ 伽 0卿加 群 ‘跫4椛 に就て 得 ら

　れた私 自身の 撚 か ら導繍 た もの で bb ， 且
一一

艦 眺 に も適 用 諒 る こ とt・
’
；・EYCLE ・HYME ・

　（1904）・，
・G 。D ・Ew … （190S），

E・ DMA ｝1・t （1909），
P 。・・FF 　（1908・・1909）・B・ R ・・。wsK ・（1910）・

　 C 。．・
’
．・L 、N．T （1912），

K 。・H ・・R （1912），
M ・ 。D ・ （19L7），D ・・L ・・ （1913），

H ・RTMANN （1917 ・

　 1919），
REICHARDT （1927）の 資 料 に 就て も示 され た 。

　　共後丈獻 を更 に精 しく調 査檢討 した 結渠 ，

一一般 動物及び植物の 細胞に 於 て 上の 結論は殆ん ど

丶
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一
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つ の 例外 もなく逋用．さ れる 享 キ 刈 つ た 。

一 々 の 賚料 に 就 て の記 走 ば 別め 論文 に 護 b，そ の 結

、　 果 の 玲を此 厂  に 一覽表 と し
・・r
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こ
躯 鯰 及 び鰤 醜 啣 匕 t−、
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，

　 N σzawa （1941　b）
1　bzasv　（印刷中一）

．rl
　e ・S．　sie τ 　（ユ92 ア）
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　 No ね wa （19“ b）

1
聴 ア．（1

’
9．・20）

「i’i5ch］er 　（≡工925）
Sinno老t　and 　Trombet 　　（1936 ）

Trombet ！a （ig39）

値物ρ組 織細胞で は核細胞質比 は例 外 な く細胞 の 成長 と共に 減 珍し　逆に卵割球の 如 ！發塗 成 ・

．

．
裁 共 に細胞の 輝 さ滅 少す 嬲 合に 臓 纏 膿 坦 竕 割 と共 ｝礁 加 して ゐる

・
こ の 何れ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
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場合 も上 に述 球た 双 曲秩式 の 變 數 （L）帥ち細胞 の 直徑 叉 は長さ の 増 減に よつて 何 等矛盾な く

視 叩．され る・ 一例 と して E ・PM ・N ・・
’
（1909） め 駈 ・卿 磁 ・・tus　 4謝 球の 臠 腕 質比 （15−

i6℃）｝磯 殖 こ の 關係 を實臨 で 表 はす．と 貯 o・卿 3．却 ・ とな 塀 1 圖の 奴 な る ，茲に ＼ ．

ylは比 ，i 五 は 割球 の 直徑 で あ る 。 か く して ， こ の 双曲 線式は最 初 實驗 的に 導 かれた も！）で は あ

、ろ炉 繖 『
の 生物の 總て の 種 類曝 i馳 に 適 用 され 得 る可能 性 を示 し ，

・
核細 胞質此 の 變 fi建 動的 ．．

に表 現 し得 る も■の 【子め る事 が 解 る 。　1　　　
、一
　　 「』
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1

核 細 鮑 質 問 の 定 量 的 關 係
195

　　3， 棲の 所謂 「分裂成長 」 に 就て

　R ．HERTWIc −
，

　POPOFF 等 は核細胞質比 の重要 なる機能の 一つ と して ，それが 細胞分裂に 關係

麟 っ もの と考 へ た ．

一糀 世代i・・t’よ核礫 能厳 紛 裂厳 とが馴 され繍 は細 包分裂の

直接の 原因で あ る と 云

ふ 。 こ の 問題 に 就て は 私

｛ま先 の言龠文　　（194正b）　｝匸

於 て ，核乃 分裂成長 は細

胞分裂の 原因で は な くて

む しろ 結果で あ り ， 前期

に 於 ける核の 膨潤で あ ら

うと述 べ た 。

　 こ の 見解 は今 日 の 細胞

分裂に 幽す る我 々 の 知識

よ i）す珪しば 殆 ど自明 の 事

で あ る 。
CO 蝋 RD （1932 ，

工936）　1こ 據 曙1匚ま ，　，S）

piro−

9．vra の 一種 で は 核容積

）杢彳直文・王雹

亠0
核

細 i5

質 io
主仁

の

対 55
数

20

o

O ，
N ミ　　　　 ミ

　割 i束 直 径 の 対 数

　 第　　 1　　 圖

崎．
O

3、0　核

　 　胞
2β
　　質
　 　 虻

プσ

0

は分裂の 黼 か 艸 髄 著 し碗 力ロし ， 赤迸板鞦 時に一贓 拐 力〜離 鷭 汲 び 末鰤 勵 n

L 漂 擁 肱 の 分裂 樋 前迄僅 旅 大 き くな るに 過 鮪 い
・

C … ER ・s°・ （1939）醵 れば ・

騰 鞠 。鯲 其他 噺 繍 胞で は前期に 著 し喉 脚 柚 親 ら9Lる ・ 最 溯 瞭設 の 輔

を示 す の は G 。 ・
’
。・ER ・（i94e）の Rfto．）e　disceib’

r の 撫 の 細胞核の 分蓼嬰中聞期 と朔 騰 と 鯲

け る容積岨 較で あ る ． 皀卩瀰 者眦 脯 壁 正・ 1・7・ 花粉 h1 鉱 齲 毛 h128
・ 瞰 心

1 、 B8
， 葉 の 2 ，、 の 貯 緬 織 L5 』 9

，
魎 鋸 綱 織 1 ・ 7・59 で あ b ・ ・ の 黻 彬 1閏獗

’

細胞質比 に 直接影 響 を友ぼす事 は考 へ るに 難 くない e 細胞 の 側體獲生 tFtc 於 け る核細胞質比 の

變 化は槙式的 に第 2 圖 に示 す 。

分裂中間期 に 於 け る 核の 成長

は 岡で 核細胞質比 の 双 曲 絲期

（POPOFF の 機能 成長）に 當 り ，

減小 した 比 の 囘復 は前期 （PQ ・

POFF の 分裂成長 ） と 中 期 と

に よつ て 逹せ られる 。 か
ー
くし

て こ の 模式 は古典 的 な 1）OPOFF

（19D9 ， 1909） の それ に 訂 正 を

加ふ ると 共に ， 細胞の 個體 發生

41¢）上ヒの 變イ匕を了亨域實 際 1τ ｛丘く

表 は して ゐ る もの と云 へ よ う。

f

e

棲
　 d
細

竈　c

質

It　 8

a

o 　　A 　　 β　　C 　　D 　　E 　FG
’

　　　一
麹 胸 世 代 の 畤 期

　　　　　　第 　　　2　　 圖

亦＿姓 脈 嬾 靤 で 脚 顧 比の 厭 す 孫 は 双 讎 賦 筋 か ら も容剔 こ誰明 諌 る ・

■
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　 ］9〔｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　 野　　澤　　兼　　文

　　　
4・ 多數生物の 種 々 の 細 胞魴 きけ る核細胞質比 の 大き さ 　 　 一

　核髄 蹴 は 佃 迄 鑞 の 生物 ・
’
・1・Tl… 　・・欄 で 職 された ・・ も縞 す ， それ らの 櫛 全縦

し
曽
こ一體 ど嘘 の 大 終 で あ る か

， また簿 の 細胞で eの 髄 迄 鐓 す る もの で あ る か
・
蹴 て

濾 した 人 は 少い 詑 防 繍 麟 王ヒ囃 勤 大 き さに 關す る
一

般法則 1よ胤 どf可紛 つ て 嫉
い と云 つ て よ V ・．，

　
」 °’燧 伽 嘛 ・ 及 as

’
　 1’

…
’
α・融 ・飢 で 私 蜘 胞の 大小 蹼 境の 變 化 に 齣 らす攤 刊噸 比

1献 軆 1°1撃 4娜 ち ゜・Gl− °・°9 繊 の 伽 あ る事 灘 め た ．
　egL らの 臆 双 齢 賦 よ 蝴 か な

如 く細胞の 大 き さに 逆よヒ例 す る醐 で あ IJ，規鰹 し 幄 化 して 決 して 碇 とは言 はれ ない

が ・ 」・の f齢 範1舳
r6
變化 す る點で 謂 は 味 準f戯 転 ふ べ き もの が あ る と考 へ られ る ． これ

は駄 第 壊 に 示 した 如 く調 究 諒 た胤 ど總 て の 生物に 就職 立 つ
． こ蕨 麟 ，墳 料に

つ き簡單に 例 をあげれば ， 伽 ・・漉 … ’渦 ・］d… ∫・ ， 鉤 1・ ・跏 （P ・・Q ・F19 ・8
，
19・9），伽 。

．
フ’舳 ゜泥 （RAuT “fA・

．．N 　 19°9）で は比 は個 ・も 10
”

：
’
位で あ り， 伽 ’幟 ’

胤 （M ・・ D ・ 1912）で は殆 ん

ど為都が 10’2 位で あ る 。 Siclct
，　D α pfmia （HARTMANN 　1921）の 腸上 皮細胞で も比 は殆ん ど杢

部 が 1°
一

’

位 に あ り ・22 種 の 脊村鋤 物及び 2唖 の 哺鋤 物 励 經蘇 胞で は 夫 ・ 18 種 鋤
物砒 は 1°

一
「

伽 ・ あ る （L … ユ9・6，19・8）． 鵬 で は Pi ・・a，・s．一・1・tS
，
　P ，

’
Str ’n　 」5Zび Z ．’a 職 躑

共他の 種 々 の 細 胞 72 例 中 71 例迄 10−！ 位 で あ る （HAR
’
rM ・：

’
ts’　 1921　h）。

　
こ れ ら峨 撫 嗾 細腰 上ヒの 絶筌士倣 き さ忙 關 し次 の 結論が下 さ穿・得 る e 　 1） 職 及び 後

生 動物 の 組織細胞で は核細胞質比 は何 れ も 10’？

位 に あ る 。
2）後生動物 の 受精卵で は比は IO−3

位に 媾 り汾 割鴨 灘 高まつ て 腕 期 に は 1・−t に達 し，嚢胚 期及as組灘 助 時期 瞰
搬 體細胞と購 1°臓 に 低下す る佛 欄 戮 り ． 3）植物細胞で は 核細麟 比 は 多 くの もの

で 10”！

位 に あ る が ・勦 の もの 1ま 1・
−3

位‘・ あ り ， 動物繃 に 比 して 杢 體 と して 稍 ・f、 S・V ・
。

（
．
註 1）

　　 5． 核細胞質比 の 生 化學的基礎　　　　　　　　’

　
R・HERT 冊 G が 最初核細胞質比 の 詮 を唱 へ た當時 ｝ま， 核は 唯鹽基性色素で 良 く染 る所謂染色

質 の 量 を代 表 す る もの と考 へ られた に 止 り ， 核が細胞質か ら明確に 1硼 i∫され る所 の 物質的基 礎
蹴 て i炯 も考へ られ なか つ た ・ し’か 曙 喉 細teT・u ：tが 單に 概 細胞質の 容積比 とい ふ 鬮
ぎな い な らば ， それ は 單に 形態學的の もの で あ b ．何等細胞の 生活機能 の 理 解 に 深 V・洞察 を與
へ る事 は出來 なV ・で あ らう。

核欄 蹴 の 靴 靹 基皰 ま FEu ・G ・・ 及 び ・・ss… c ・ （1924）の 核内鯲 虎 轍 の 黜
に よ つ て 與 へ られ た と私 は 考 へ る ・ チキ後鋤 の 磯 敵 よ り多 くの 動植物の 細胞で核酸は主 に

鰍 に 核綴 び 染饑 に 含熱 ・ 核灘 仁 に 館 通 嘸 呼 が 明 と さS・た 噺 徽 皹 紙
1933，MIL °vrDov

　1936 等參照 ）・ こ の 所 見は結果か 硯 れ ば普通の 色素 lc よ 殕 が 蜘 られ
て きた驪 大紺 なv ’が ・ 欄 染色質力・主 に核酸 と その 類似の 物 質 よ 懴 碑 力・縱 諌 漸
に 重 大 な意義が あ る

。

攤 に 於け る核酸の 量は C … ERss ・・s−（1936，　 1939，・tc・）1・ よ つ て 求 め られた ． 氏 の 紫外線 の

吸 椥 曝 く攤 の 方法 に よれば ・ 嫩 は 1・一’
・mg の 正 tSSで 定量 され る

．
か く．して 求 め られ た

灘 は細胞質に對 し娼 ・肱 砒 を與 へ るで あ ら うか ． 氏 の 資＊斗（1939） IC よれば ， 鵬 〔）。、，
，一

噸 P ”‘・ θ・’卿 ・・… 級 び 」ηノー 備 f撫 胞核・冫核酸は繍 期の 醐 1・ 16，4 ・ 1・−9m ，， 複

N 工工
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該 細 胞 質 問 め 定 量 前 關 係
igT

繍 。 25．7・ 1・
一
・
・m 、，

　 ・’．［・均 22．6・ 10−・
・mg で あ り ， 糖 蠣 翼 よ ウ繃 包雌 妹 め ろ ど 幽

19．。。 で ある 論 細胞繊 と して 上ヒ亜 1 と則 紲 ば ，・193・・．X÷ ・
3

− 　3・57　・×　le3　tt3　＝ 　3，57　〉〈　1°
一：；

・ 9 ． ・・磁 ・黻 ・・は一
飜蠶

．．一 一籌1．・ 1・’2 ・ ・・… 1・ 2
・ 鰍 ま醐 楸 で 膨

が こ の 1献 前の 翻 包學的 i球 めた 攤 皰 質1七と比較 して む しろ驚 くべ き
一

罐 示 して ゐ る ・

訪 生 化蹴 に は 核灘 適當に分解す る と特龍 窒素ftk物 と して プ 膨 聯 基 を生 す 孫 が

明旅 齢 て ゐ る ． そ鯑 姓 物鶻 紛 析 して 全 窒素量 とプ リ滯 素量 と 鹸 1れ 1ま一種 の 化學的

核継胞質 比 （NEEDHAM 　1931）が 碍られ る 理 で あ る ， 即ち．，
『

　
’

化學麟 ・胞質・・一
．
全媛認噛 醜 素量

一
・ 硝 ・系糶 ・繍 黻 ・騨 究 聯 〔闘

係に 鍾 の 生 理 騨 瞭 晴 棺動 物及び 鮪 樋 駒 敏 1・られ・て ゐ るが 冷 それ ら嚇 躁 重
『
騨

表 と して 示 す（第 2 表 ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　
’

2　　 表

種 。 嘘 飄 ・期 蹴 學的核繖 質昆 （プ ！）・
・XX素量！全鏃 量

一7
’
Y ・ 窒素量）・縷 的の 比 の 大 憾

醜 ん ご 全部飢 の で ユ・
− L’

位 1・b ろ點 ，及び比陥 で 曝   早い 臼寺鼎 娘 く．成 長 洪 に欄 こ砂

す るカ  卵割期 にに比 は逆 1こ 増加す る點 に注意 G

一一．

肩 料 匝 學鹹 細懶 瑁 發 生 時 期 匝 ・ 究 者

難　　駈

同　　上

豚　　胚

承　　胚

鼠胚 及 び成賭

鼠 肉 腫

白鼠 ，全體
　 　 　 ケ

食用 蛙 ，全體

窕膿 ，鱶 。酬

　　　　　　　　　t兎 ，
酢 臓 〔紲 食）

鯖 ，成 熟卵

鯖 ，肝 臟

蠶 　　卵

［26．5 − 3．5X ユ0− 2

旨

1　1L δ ＿ヱ，4
〜
　 7．5 − 2．5

1　 了〔｝，〔｝ − 2．o：

1・1茄 一一・、98− ・．・・

Li
　】5．97− 7．〔｝

ξ　　 2．。CL，

　 　 　 　 3．780

　 　 　 　 雪．s55

　 　 　 　 5．09
旨

　 　 　 　 4，E4

　 　 　 1．5 ・

　　 講．4

自≧3｛〕＿3，D6

瞬 後 8r ・・　 n 　 紳 漁 （鋤

！　　　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　
1

τ．eBretL 川 　and

孵卵後 8 日
一孵・窪後 22　日

出産 前 30− 115　TI

胚長 ユ2− 43mm

出産 直後 一産後 ユr）　il一成盟

接種後 10 − 15 日

典

虎

戊

戊

友

，
　

，
　

厂
　

置
厂

　

〜

醴

體

體

體

體

成　　體

卵　割
．
期

売　　SCh 矼 cflセr　（19 云3）
「

同 　 上 （1q．23v

…　1司　　　上 　（1923）

．

R
豊盤 （1謝 ）

i同 　 上 （19D5＞
「
1
’
T，iszLow ，ki （：926）

同

D

同

同

上 （ユ鶉 呂）

1）「tl・）cht ♪ vvski 　（1928）

上 ．（1929＞

上 （11：2S｝

LeB 祀 tL，n 　nfid

　 SchzctTe．「　（19露3）
コ
1 同　　　上　（】923）

： Land ヒ （三934）．
尸

著 し蝶 は何鵜 場合 lcも±Li・・11 ・
一・

位に あ る事 で あ る ． しか も胚 1唹 て は 發生 の 初期瀏 匕學

的攤 皰 黜 は大 き く濃 生 縫 む ｝・つ れて 獅 鹹 少す る 。
こ の 場 合上ヒの 渺 膿 生の 駲

を變數 とす る双 曲線式で 表は され ．，難胚で は （LEBRETON 及 び Sc鼠 AEFF 尹R
．
1923 の 資料 ）第

3 問に 示す 如 曾 ． 255 望
一1・

晃 與 へ られた 滋 に 〃は比 ，
望 膿 生 磁 で あ る ・ しか うに 發

擁 期 の 卵 及び 緲 救 於 て は發育 と共 眦 髄 に 勵 乢 て ゐ る （第 2 表）・ か く・して ・ これ ら

の 攣化は先 に 述 べ た細胞墨的核細胞質比 と杢 く並 行 して ゐ る の で あ る 。

上 颶 べ た鰍 ，
三 通 りの 異 つ た 方法に よる 核細胞蹴 が そ の 雛 姉 ・及蜘 飜 生の 綱

N 工工
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壌 生　已　 数

　　　　　

　　　　
’

鐸 鞭
　　　簟 δol藷

　　、罫． 6・簪
　　　　　　 　40比
　　　　　

　　　　　 20

　　　　　　 　 0
　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　 壌・
生 日 委攵　の　ヌ丁数 　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　3　　 圖

期 に 於け る 變1ヒ蝋 態で 極め て 良 く一・
致 す る とい ふ 事 は恐 ら く偶然以 一ゆ もの を意咀 該 細

膨 批 卿 究が 生糠 的 に 或重要 な劃 ミを持 ・凛 嬢 書 きす る 9、の で あ ら う．か く して 最 瀰
勒 糊 藤 的癬 田瞳頤 上ヒは Bix．．AR （1926）其他 の 嬲 に よ つ て そ の 」蹴 さが 疑 1よれ て ゐ る に も

拘 らす ， 依然 と して 用ひ ら る可 き事が誰明 され る の で あ る 。

　　 6・ 細胞の 生 瑯 歌態 と核細胞質比 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
i

既 橄 梯 靤 蹴 に よ つ て 表は され た細胞の ・ の 憇 棲 素醐 の 黝 隔 は ， 生 物 の 孑轍
細胞の 種 類 を1蹠 す ・ ＝ 三 の 共通 劇 に よ つ て 姻 され て ゐ 傭 を示 した ． こ の 綴 は 細胞 q、

生服 龝 靤 質比が f・」等か の 役割 嬾 じて ゐ る髄 示唆す る もの で ある 。 協 皰 質比の 生 理墨
は全 く今後の 研究 に 俟 つ 可 き もの で はあ る が ， 今手 許に 在 る資料に つ き 一・

二 の 問題 を考察 して

みた い c

　　a ＞ 細 胞及び 生物の 個體發生 と核 辛腿皰 質比

繩 蔽 幽 物 の f朧 發生 1埴 歓 細胞の 届 さ囎 加 （原生蜘 渤 植物の 一mu組織鮑 ）
文 は 減少 （碓 動糎 卵及び 割王お を隰 が 該 細顛 比 の 樹 ヒは t“一ら ・ の 場 合の 紬胞の 大 き
さに 開係す る 。 こ れ は 上 に述 べ た所 よ り明 かで あ る。化學的核細胞質比 は細胞直徑 D 代 りに 發
生 の 時幽 こ締 す る ・

1 個の s田胞で は小 さ畔 穐 1 個 の 生物で は胚 D 若畤 程比 は大 きい
。

卵で は賄 に よつ て 橘 が 澱 とな り髄 に 分髄 繰 返 し 溜 織臓 期 1・入つ て 分裂の 磯 は
綏 か に た る が ，核細胞質比 の 變 化 もこ れに 蚕 く並 行す る （第 4 圖）。 か くし て

， 細 胞學 的 及び

化集的 核細胞質比 は生物及 び 細胞の 新陳代謝 z）活 廢さ に比 例 して ゐ る事 が 考 へ られ る 。 ，

　　b）　核網胞質比 に 及ぼ す温度の 影 響

蔽 が細胞 に 及ぼ す辮 は 良 く彊院 され て ゐ るが ， こ れ は ま 巌 細E包鼠 に 膨 響 を興 へ

る っ こ a’問題 は海號 7ノ害  ’錠に
』
就 い て は 　GoDLE ｝ys　Kr （玉908），

　 ERDMA 評 N （190り），

　 KoEHLER
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广・
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丶
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「 一
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tt　・t　 t　 ’
．
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「』．
・　　　　　 一

　　　 （f913）源 蟲 に就 て は P… 愈 ．（1908， 1909），　RA亡・M ・NN 　dgO9 ），篇 等 動植物tp紅織 細胞に 就

　　　 て
Ltck

　HART 遅【ANN 　（1918 ，
、19921i　b＞　

』
、

　
’
　 其他 の研 究が あ る 。 そ れ ら の 結 果

　　　 を一言 で 去ふ と ， 核細胞質此 は温

　　　 度 に逖比例 し ， 低濫で 大 ぎ く高淵．

ttt　 tt、で 小 さ Vb
。 ，て の 比 の 變 化が核 と細　

砺

．t
顯 ・ 何 初 變化 に… 多 く基 く 課

幽

葱蕪孅齢
　

・
　 ・し く（251 ： 156）， 高温は兩 者P

　　　 ．容積 を減少 せ しめ る が そり程 度は tt

　
’
　 tt向じ く核で 著 じい 《0．64 ： 0．78）。

　　　聖羅欝 瓢 灘凱一　 ・
が 1競 ・寺 斯 ．　 ・

、

．一
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’
．　 藁 ・

．
4　 tt

圖　
「 tt

・・
　　　　對 す る よ りも奢 し く，これが 低温

　　　　で 上酪 勒 応 謝 で 灘 す 麺 接の 脳 嫡 る詳 纏 細胞 噺 陳代激 孱縣 せ しめ て み る ど

　　　　細胞質 1ヒ對す る比 核容積が 低温の 時に は 増 加 し ，高温 の 時に は 減少して 一種 の 調節作用 を司ど
』

　　　　つ て ゐ る と考 へ られるざ　　．　
』
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・ tt
　　　　　　

．、　 ．
”

　　
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 第 　
’
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　　　　質齲 を勲 ・ ・ し．そ 演 上嵌 け ・實 鶸 の 蹶 ぴ 細傾 熔 灘 示す・．高温區 ・ 騨 ！靺 に灘 纏賢
　　　　に 比 し

一
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c ）　榮 養耿態特に 棲 酸の 合域 と嫉細胞質比

　
1’

a ” a 」n ‘eiiim で ゜ fJ，の 實驗 に よる と飢餓は著 しく核細胞蹴 を勦 陞 しめ 、 飽剱 反 對暾
少せ しめ る ・

こ 煙 擬 細麒 の 鰍 ‘・就厩 臓 し て み る と ， 瀦 秘 轢 で匕せ す鞴 噸 の

み が 轍 して 上ヒの 減奴 は輔 ・醜 つ たrllが分 る 佛 5 岡 ）． 短 1繝 の 榮勧 過 不足 は酸 細

　　
，1 　 少 くと もそ の 容積に 關 して は 二 次

　 　 t3

羹：1 食物は ，
　
一
；Lづ 細麟 胴 イビさ輪

　 一　 　 　 しノ

　 　 8

　　 ア　 　　 れぬ 事 ，及び 異化作用 に 於 て は 先

　　1　 蜘 胞質 洲 1ひ られ て 嶺 ぎ重轍

　　
t
　 　 い 變 化 を受 け ぬ事 を示 して ゐ る

。

・繧 　 を與 へ て も體内の 7C　I」 ン 鹽 勘 ・直

　　仁　 （TRugz ・・ w … 1926
，
　 1927

，
　D 、i。．

　　　　 球 ミ 蘇 》 詳 籌ミ尋 奪総 §緊 窪　
一

方f匕學 的 核細胞質比 で は ，生

　　　　　　　　　　　li・ 1’
？i

’
・　S・　−r 　 　 　 　 　 物 を飢餓又 は飽食の 厭 態 に 置 い て

．
　　　　　　　第　　　

δ

　　 圖　　　　　　　　　　もそ の 期間が 長期に 渡 らぬPF（り上ヒ
の 伽 蹴 ど靴 し加 事 が知 られ て ゐ る

・
・ の 點で 讎 醸 細慰 量臆 細胞學的核細胞蹴 、

と尠 異 る縅 旗 へ て ゐ るが その 原因力遡 に 細胞 物 紛 の み に賭 らiLる か 否 か は 明か で
な い

・ か く して 襯 胞慨 の 蹴 は核酸 の 餓 ・繃 包内貯灘 質な ど の 鯲 鯉 學上 の 基繝
題に も何等か の 寄與 を爲 し得 る可 能性 を示 して ゐる 。

翫 攤 円顱 上tの 靴 力鞭 度で は よ り多 く瀦 積曜 化磁 き 藻 養分で は よ り多 く細胞質
容積の 變化 に 基 く事は 興味 あろ點 で あ る 。

　　
d） 核細胞質比 の 双 曲線式 で 表 は された細胞の 生 理歌態

既 1礎 べ た 姐 S・・ 一 及び T ・・MB 聊 ・ （1936），　TRQM ・ETTA （1939）は 多勲 植物細 胞

0

嚇o．5

一孟o

一15

＿．20

NcaVAct

〜hOSphaerd
’
4m 　　忽汐　　r〃 e／1 尨σソ

Acetカosphaertum 　208 −1rneMlf 　e7Cfsteσワ

Petramecdam　
tnetl −fed ’

NcaSA
αit〃o   翩 物 　　7Ys　 rnormatt／ f診d）

Pt
’
tto　　　　　　 〜08 −

∬ r〃crm21ty 　fe（カ
ρ〜〜to　　　　　　 207 　 ’〃eTmally 勳

Pd ！
’amec 〜砌 　　

’

h〃 ψ ン 〜
’

ρご〜
Lto

　　　　
書
ん  ケ ／

’

NcoL

　 第　　　f；　　 圖

で 核容積 （の と細胞容積 （の と の

闢係 を ．y　＝ 　62’　｛
’
で 表 は し ，

　 k は多 く

の 場合 21！3 即ち 0・67 の 附近に あ り，

從 つ て 核 容積は原則 と して 細胞表

面積に 比例す る 事 を 示 した 。 私 は

Actt
’
notipltierf

’
Uln 及び Par α m θeiitm

に 於 け る測 定結果よ り，核細胞質比

を 〃財 五 工

なる双 曲線式で 衷は し ，

一
α 郎ち 核 細胞質比指 數が 細 胞 の

生 理 歌 熊 と關係あ る 事 を 見 出 した

■
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（第 6 鬪）。 邸ち ， 鬪 に 見る 如く指數は何れ も   と一2 と の 間 に 在 り，正 常の 榮養堰態の もの で は

略
一1 に 近 く，飩食 及び 細 磯 芽せ る もの で は

一1 よ りも大 を く ， 餉 肋 もの で 1ま 司 よ り

も少 さ い
。

一般的に 云 つ て 指 藪は 同化作用の 盛 ん な時 は 0＞ − Ct＞
− 1， 異化作 馬の 盛ん な時は

一1＞− Ct＞
− 2 ， 而 して 同化異化爾作用の 7

陥 欺 態で は
一

α ≒
− 1 で あ る。 若 しこ の 關係が 更

に 多 くの 場 合に 就て 確か め られ る な らば ，核細胞質比 の 持 つ 細 胞生理 學的 意義 は
一

贋明確 に な

る で あ らう。

　　e ） 核細胞質」
’
ヒ，細 胞表 面容俵比 及 び 基礎代謝量間 の 並 行現象

　細胞の 容籏に 對す る比 表面積が 細胞の 生理 に 重要 な關係 を持 つ 事 は古 くよ り知 られて ゐ る 。

M ．HARTNANN （1924， 1928） は θOniu ・n と A7noebccに 於 て ， 亦特に Sc［1MALHAus   及び

BORDZ エLOp −SKAJA （1930） は 或種の 細萬及び 酵母 に 於 て
，

〜二の 比 表而積 が細 胞の 逹 し得 る大 き

さを決定す る隈定要 痢で あ る事 を實驗 的に明 確に した 。

一一般に 球形叉 は 楕圓體の 細胞で は その

表 而積 と容顴 との 比 ， 所謂表 両容籏比 は細胞の 直徑 叉は 長 さ に 逆比 例 す るが ， 核細胞質比 も同機

に 直揮 叉は長 さに 迸比例 す る所か ら ， 私 は Actina．gl ）futeriuinに 就て 先 の 論交 （19斗O　b）で こ れ

らの 關係 を吹の 模 式で 示 した （nt1， 砺 縣 は 常敬）。

　　　　　　　　　　 1　　 ＝
核 究 殖 ＿＝ ＿麺胞表面積＿＝ 外 質容殖L

　　　　　　　　 細胞直餐　　飾細胞客積　　栂 細胞容稜　 島・
内質容積

こ の 式は椄が 細胞表 面 積に 此例 して
， 細胞の 呼吸 ， 物質の 交換 等表 面積 に蘭係の あ る作用に 密

接 に結び つ い て ゐ る事 を暗示す る 。

　一方 ， カ ロ リ ーを單位 と して 測 つ た動物の 基礎代諺1量は MEEH の 式 硫 1’算 された動物體表

両積に 比側 し體重に は此 例 しな い ，帥ち ，
8 ＝1酪 1厂  

， 載 に 8 は表面積 ，
1ダ は體重 ，

．配 は常

數で ある 。 而 して Pt：TTER （191t），
　KRJGER （1940）等 に ょれは1，魚類や Aseα rQls の 酸素淌費量

は 同樣 に MEEH の 式で 求め られ た表 面積 に よ く比 例 し體重 に は比例 しな ）・
。 然 る に 一Lに 述 べ た

如 く核細胞質比 は細胞の直徑 に逆 比例 して ， 核容積 は細胞表配Li積 に比例 する故尸
y ＝ K

，

’P   ・ の

關係 に あ る （N 穣容積 ， ．P 細胞容積 ， 瓦 常數）。 帥ち基礎代謝量の 場合の 式 と全 く同 じ閣係

に ある 。 これ らを組合せ る とk の 新 しい 模式が可能で あ る 。 （nc　3）

　　　　　　q 轟譲1護 一 砕 『鑞 欝 ・ c・ 講i韈獵
　 か く して 今 日迄の 所正確 な數値的資料 は無 の に せ よ ，

WAHRBURG 其他の 學者に よつ て 調 べ

られ ， 叉
一般 に廣 く信 じられ て ゐ る如 く， 核が 細胞の 合威的 作用の 中樞 で あ り且 つ 細胞の 呼吸

作用 と深い 關係 に あ る もの とす れ ば ， 正常の 虞長 の 間核が細 胞の 一定 單位表 面積に 堵例 して ，

そ こ を通 して 交換 され る
一定 量 の 酸素や他の 榮養物質 を供給さ れる と い ふ 事 は極 め て 自然の 事

の や うに思は れ る 。 か く して ， 核細胞質比 の 研 究 は核の 生 理 學へ の 發展の 捜機を もそ の 中に 包

含 して ゐる の で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈　　　　　獻

　本 交に 於 て 引 用 した 文獻 は總 て 拙著
“ Stuaics　on 　the 　nuc 】eo −plasmic　ratio 工 General　 pT〔〉

−

blems　 with 　 spedal 　 referet 　ce　 to　the　ratio 　in　the 　 Protozoa”

（Mem ・Coli・Sci・Kyoto　Imp・

Univ．＄er ，　B ，
1943

， 印刷 中）に譲 る 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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附 　圖　説 　咀

　第 ユ圖 Stiyonftlllo・
entroit ごド 酬 廊 の 割球 に 於 け る核 細胞質比 の 増加 が 一・・，¢ 組織細胞 に於け る ミ 同様 の 双

曲綴 式で表儲 され る事 を示す 。 割球の 直徑は起點 よ り右に減少 t る敬 ，核細胞質比 の 指數が 員 ミ な ろ點 に

注意 QErdmam （］909） の 資料 に 基 く。

　第 2圖　原蟲 」又は一般組織細胞の 一一一tlt代 耳1 に 於 げ る核細胞買比 の 變化 を示 す模式圖。比 は 10 −E 位 で燮

動 す 。 詳 しい 設明 は本文 中に 在 り。

　第 3 圖　難胚 に於け る 化 學的核細胞質比 が ，發生 H數 を變數 ご じ （含む 双 曲線式 1： よ つ て表硅 され る事 ．

を示 す。
1・・B ・・ t・ ・ 及び F・h ・ e 触 ・ 19i　3）の 資料を N ・edhani （」931） よ り弓1用 。

　第 4 圖　後生動物 の 個體發生 中に於け ろ核細胞質比 の變佳を示 す模式 圖。 分 割中比 は 10 − 3
付 より 1．O

− E

位 迄増加 る ， 胚 の 後期發生期 に 入 つ て 恐 砲

位 に止 る 。 詳 こい 設明 に本 文 中 に 在 り。

　第 δ 圖　ハ 耳1’a・lleriu ））1 ｛a
’
tdah ‘’・聰 に於け る 飽食及 び 飢餓實驗。細胞容積は著 にく變化 ぜ る も，核容積拭何

等増減 ぜ す a 核｛1培液中の 食物 の 多少 ε 直接 關係 こて變化 ゼ 搶 事が分 る
。

　第 6圖　∫ 捕 ，・o ッ
・緬 柚 〃 ・〜 及 び 丑 〜p伽 ど・ilimに於け る 核細胞質比指數 の 植 ミ 生物 の 生理 欺態 ミ を示す模式

尺 。 左側 O− − 2 は指數 の 値 ，右側 の 太字 はその 指數 に對す ろ細胞の 理論的に在 る べ き状態で ，
N 硫核容

di，　 1’
「

に細 胞容績 ，S に細胞表面積 ，乙 は細胞直徑 久 は艮 さ ，
。 。 に比 例闡係を示 す 。

　 追 　 記 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　、　 ，

　註 ユ 植物細胞 ミ 動物細胞 ミ で ，核 細鮑質比が 前者で榾小 さい の に ， 圭 に その 豐富な細胞液 の 存在 に 芯

く。 動 物で も 邂今翻 ・齟 の 如 く細胞液 の 多 い もの で に比 は 著 こく小 さ い
。

「核細 胞質比 の 研究 第 2 霞一．參

照 （Cジ019
’
a 印馴中）

　註 2 ．核 細胞質比 指數 の 値 ご 細胞の 生 理状態 ミ の 問 の 同樣の 關係｛／繊毛蟲 繊 臼 Cρ ’娼 の 垉食 ，飢餓及び

被 嚢 ぜ る もの に っ き更に催 か め られzi ：
。

：
’
同 上 第 3 報一參照 （Cy1 〔而 gi血 i：發表 の 澡定 ）

　註 3 動鞄の炭酸 ガ ス 排 出量 も亦體表面積 に 比倒す る （ミ ミ ズ ）v それ放模式 に次 の
一
項 勧 苜へ 得 る。

一 岬 鸞繍黜   慨 第 ・報・ 獺

‘

、
、
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